上映のトラブルに関する重要なお願い

～上映にあたってのトラブルの報告をいただいております。

～以下は実際にあった事例です。スムーズな上映のために、必ずお読みくださり、参考にしていただきますようお願いいたします。(不明な点は事務局までどうぞ070-5568-3311)

事例①送られてきたDVDに何も映像が入っていなかった→こちらのミスです。すぐにお取り換えいたします。このような例は１件だけで、こちらも中身を確認してお送りしておりますが、万が一のため、DVDが到着しましたら、必ずすぐに中身を最後までチェックしていただきますようお願いいたします。

事例②ある場面までくると、止まってしまう→再生機器が原因の場合も考えられますが、念のため、すぐにお取り換えいたしますので、ご連絡ください。

事例③DVDを頼んだのに、ブルーレイが送られてきた→こちらのミスです。すぐにお取り換えします。

事例③当日機械の操作がうまくいかず、大幅に上映開始が遅れた→必ず事前のリハーサルをお願いします。

事例④当日上映中、途中で映像が飛んだ→必ず事前の中身チェックとリハーサルをお願いします。

事例⑤開始したら、映画の途中から始まった→当日映像を流して確認したのち、始めに戻さなかった。

事例⑥映像の色が白っぽく飛んでいた。→機械の調整の問題と思われます。必ずリハーサルをお願いします。

事例⑦映像が縦長だった→縦横(アスペクト)比の設定の間違いです。縦横比は16:9です。事前の確認を。

事例⑧映像の横(または下)の部分が切れていた→スクリーンと映像の大きさの調整ができていなかった。

必ず、実際の上映会場でのあらかじめのリハーサルをお願いします。

＊あらかじめの中身チェックや、実際の上映会場での試写(リハーサル)をしていただけなかった場合のトラブルについては、責任を負いかねますのでどうぞご了承ください。
